
北アルプスには冠雪のたより、紅葉も一段と色を増す季節となりました。

芸術の秋、読書の秋、運動の秋、食欲の秋を健やかにお過ごしのことと思います。

松本児童相談所主催の里親研修サロン「わ～くわくタイム」を、８・9・10月の3回

コースで開催しました。

松本児童家庭支援センターあいく岡田菊夫先生から、DVD視聴とロールプレイを挟み

ながら、子どもの困った行動に冷静に対処するスキルを学びました。様々な立場の里親さ

んが養育の悩み等を語り合いながら、講義内容を共有しました。

令和4年度『登録里親向け研修会』が開催されました

11月26日(土)

10:30～12:00

ゲーム・ネット依存症

講演とルール作り

子どもとメディア信州

滝沢直美氏

12月17日(土)

10:30～12:00

親子で体験・

SSTロールプレイ
NPO法人キッズウィル

上條美由紀氏

丸山 茜 氏

1月28日(土)

10:30～12:00

里親養育

プログラム

松本赤十字乳児院

鎌倉美枝氏

2月25日(土)

10:30～12:00

セカンドステップ

松本児童園

太田沙希氏

会場 松本市波田三溝コミュニティーセンター

(松本児童相談所南側)

vol.４

ロールプレイセッション

また、10月15日の午後には「被措置児童等虐待防

止研修会」を開催しました。

前半は、県内で発生した被措置児童等虐待について

の検証報告と、今年6月に改正された「被措置児童等

虐待対応ガイドライン」についての説明、後半は、岡

田先生による「機中八策」の講義を拝聴しました。里

子養育にあたっては、子どもの意見を尊重し、権利の

保障に努め、養育の悩みを感じ始めた時は、なるべく

早く支援者に相談する等、開かれた養育に努めること

が重要ということを、改めて学ぶ機会となりました。

「被措置児童等虐待対応ガイドライン」につきまし

ては過日送信しましたので、ご一読くださいますよう

お願いします。

今後の里親研修サロン「わ～くわくタイム」のご案内
★お子さんと関わる具体的な研修内容となっていますので、

大勢の方のご参加をお待ちしております★

ペアでロープレ中



ちょっとブレイク

🎞 映画のお話・・・

『ほどけそうな、息』 児童福祉司への取材を基に、実話をベースにした社会派

ドラマ。 児童相談所で働く新人児童福祉司が、苦悩しながらも、傷ついた子

どもを助けるために職務を全うしようとする姿が描かれています。

この9/3～10/7まで都内東中野の映画館で上映し、全国上映もされるよう

ですが希少なので、もし観られる機会がありましたら、児童相談所の苦悩と

奮闘をご覧いただければと思います。

『ベイビー・ブローカー』 本年カンヌ国際映画祭に出品された是枝裕和監督の

話題作。"赤ちゃんポスト"から赤子を盗んだ男たちが、ひょんなことから赤

子の実母と共に養父母探しの旅に出る姿を描く。社会の複雑な状況や母親に

かかる重圧を説明したうえで、『すべての命に生まれてきて良かった』のだ

と伝えたかった人間ドラマは、社会的養護の目指すところです。

『１８９』 とは、児童虐待から"いちはやく"子どもを助けるための相談ダイヤ

ルです。児童相談所虐待対策班で働く新米児童福祉司の坂本は、父親から虐

待されている疑いのある少女のケースに立ち会う。虐待を否定し、無理やり

娘を連れて帰ろうとする父親。坂本は弁護士の秋庭と共に、父親から少女を

守るべく奔走する姿が描かれ、助けを求める子ども達と、その現場で働く

人々の現実に触れていただければと思います。(R3公開)

『朝が来る』 原作は辻村深月。実の子を持てなかった夫婦と、実の子を育てること

ができなかった14歳の少女を繋ぐ「特別養子縁組」によって、新たに芽生える家

族の美しい絆と胸を揺さぶる葛藤を描く。血の繋がりか、魂の繋がりか──現代の

日本社会が抱える問題を深く掘り下げ、家族とは何かに迫り、それでも最後に希望

の光を届ける感動のヒューマンドラマが誕生しました。(R2公開)

松本版里親だよりへのご意見、ご投稿等、お気軽にお寄せください。

住 所：松本市波田9986

電 話：0263-91-3370

ＦＡＸ：0263-92-1550

『里親制度パネル展示』や『里親相談会』の開催案内など、里親制度

に関するお知らせは、下記松本児童相談所ホームページでご覧いただ

けますので、ご活用ください。
https://www.pref.nagano.lg.jp/matsujido/images/satooya20210705.html

（松本児童相談所→里親制度の推進 下記QRコードもご利用ください）

ファミリーホームを題材にした「ある家族」、

里親を題材にしたフランス映画「1640日の家族」

を以前メールでご案内しました。塩尻東座で上映の

「1640日の家族」は監督自らの経験を映画化され、

里親と実子、里子、そして実父が絡み合うお話で、里親

が実親に里子を送り出す際のそれぞれの複雑な感情が伝わる、名作でした。

以下に紹介する映画もレンタルビデオや動画配信サービスなどでお探しいただき、

ご覧いただければと取り上げてみました。


